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化膿性皮膚疾患に対するTE-031錠 の臨床効果

久留博史 ・野元 茂 ・田代正昭

鹿児島大学医学部皮膚科学教室

新 マ ク ロ ラ イ ド系抗 生 物 質TE-031錠 の 皮 膚 科 領 域 に お け る治 療 効 果 を検 討 した 。検 討 の対 象 は 毛

嚢 炎5例,集 簇 性 〓 瘡4例,〓3例,擁1例,伝 染 性 膿 痂 疹1例,蜂 窩織 炎1例,表 在 性 二次 感 染4

例 の 計19例 で,TE-031錠 を1日200～400mg投 与 し,そ の 臨床 効 果 をみ た 。

臨 床 効 果 は 著 効10例,有 効1例,や や 有 効5例,無 効3例 で,有 効 率 は 有効 以上 で57.9%で あ った。

病 巣 よ りの 分 離 菌 株 はS.aureus6株,Sfaphylococcus sp.5株,Kpneumoniae 2株,E.aerogems,P.

acnes,Peptostreptococcus sp.,S.pyogenes,P.mirabilis各1株 を検 出 し,そ の う ちS.aureus5株,

Staphylococcus sp.4株,K.pneumoniae 1株,Peptostreptococcus sp.1株,S.pyogenes 1株,P.mirabilis 1

株 の消 失 が 治 療 後確 認 で きた。

副 作 用,臨 床 検 査 値 異常 は認 め ら れ なか った 。

TE-031は マ クロライ ド系抗生物質エ リスロマイシン

の6位 の水酸基を選択的にメトキシ化して得 られた誘導

体で,次 のような構造式を有するP(Fig.1)。

今回,我 々は皮膚科領域における化膿性皮膚疾患に対

するTE-031錠 の有効性 ・安全性 ・有用性の検討を行う

ため,opeRstudyを 実施 したので報告する。

I. 対象疾患

対象疾患は化膿性疾患で,そ れを6群 に分け,そ れぞ

れの群につ き検討を行った。すなわち,第1群:毛 嚢炎,

集簇性〓瘡,第n群:〓,〓 腫症,擁,第m群:伝 染性

膿痂疹,膿 痂疹性湿疹,第IV群:丹 毒,蜂 窩織炎,表 在

性 リンパ管(節)炎,〓 疽,化 膿性爪囲炎,感 染性血栓性

静脈炎,慢 性膿皮症,第V群:皮 下膿瘍,化 膿性汗腺炎,

感 染性粉瘤,肛 門周囲膿瘍,第VI群:感 染性褥瘡,外

傷 ・熱傷 ・手術創などの表在性二次感染に分けた。

Fig. 1 Chemical structure of TE-031

II. 試験実施期間

昭和61年4月 より昭和61年10月 までに鹿児島大学医学

部附属病院皮膚科外来を受診した17歳 以上の患者につい

て実施した。

III. 試 験 方 法

用法.用 量:TE-031と して1回100～200mg(力 価)を

1日2--3回,1日 量 としては200～400mg(力 価)を経

口投与 した。

投与期間:原 則として14日 間連続投与した。

IV. 検 査 項 目

1. 自他覚所見

疾患群別の評価項目を下記の通りとした。

第I群:丘 疹,膿疱,硬 結

第II群:硬 結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹

第III群:水 庖,び らん,発 赤,発 疹新生

第IV群:硬 結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹

第V群:硬 結,自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹

第VI群:自 発痛,圧 痛,発 赤,腫 脹,膿 苔付着,浸 出液

2. 細菌学的検査

病巣の細菌学的検査を投与開始日および投与終了後に

実施 し,そ の菌の本剤に対する感受性(MIC)を 判定した。

3. 臨床検査

投与前 ・後に下記の検査を行った。

血液検査:赤 血球数,血 色素量,ヘ マ トクリット値,

白血球数,白 血球像,血 小板数,プ ロトロンビン時間

血液生化学検査:S-GOT,S-GPT,Al-P,総 ビリルビ

ン,LDH,γ-GTP,総 蛋 白,BUN,血 清 クレアチニン,

血清電解質,総 コレステロール,ト リグリセライド
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尿 検 査 二pH,蛋 白,糖,沈 渣

そ の他:CRP,血 沈(60分)

V. 効果判定基準

1. 臨床効果

投与終了後に臨床症状および臨床検査値の推移をもと

に,次 の4段 階で判定 した。

1) 著効

2) 有効

3) やや有効

4) 無効

2. 細菌学的効果

細菌学的効果は次の4段 階で判定した。

1) 消失

2) 一部消失

3) 不変

4) 菌交代

VI. 成 績

臨床成績の概要をTable1に 示す。

第I群: 毛嚢 炎5例,集 簇性〓瘡4例,第II群:〓3

例,〓1例,第III群:伝 染性膿痂疹1例,第IV群:蜂 窩

織炎1例,第VI群:表 在性二次感染4例 の計19例 であっ

た。

対象患者19例 の性別は男性6例,女 性13例 で,年 齢は

17歳 か ら89歳 の範囲であ り,平 均37.5歳 であった。重症

度は中等症例12例,軽 症例7例 であり,重 症例はなかっ

た。TE-031の1日 投与量は200mg2例,400mg1例,

他の16例 は300mgで あ った。投与期間は最長15日,最 短

7日 で,7日 間投与例4例,8～13日 間投与例4例,14

日間投与例10例,15日 間投与例1例 であった。

疾患別臨床効果をTable 2に 示す。

解析対象19例 中,著 効10例,有 効1例,や や有効5例,

無 効3例 であ った。有効以上の有効率は19例 中1l例

(57.9%)で あ った。疾患群別では,第1群 で著効1例,

やや有効5例,無 効3例 と有効率が低かったが,他 の疾

患群では著効9例,有 効1例 と良好な成績が得られた。

病巣 よりの分離菌株はS.aureus 6株,Staphylococcus

sp.5株,K.pneumoniae 2株,E.aerogenes, P.acnes, pe-

ptostreptococcus sp.,S.pyogenes, P.mirabilis各1株 を検

出 し,そ のうちS.aureus 5株,Staphylococcus sp.4株,

K.pneummiae 1株,Peptostreptococcus sp.1株,S.

pyogenes 1株,P.mirabilis 1株 の消失が治療後確認でき

た。

全例において副作用は認められず,ま た,本 剤の投与

前後に臨床検査を実施した症例で,検 査値の異常変動を

示 したものはなかった(Table 3)。

VII. 考 按

TE。031の 抗菌スペクトルは従来のマクロライド系抗

生物質と同様に,グ ラム陽性菌,嫌 気性菌,マ イコプラ

ズマ及びレジオネラ,イ ンフルエンザ,ナ イセリア等の

一部のグラム陰性菌であり
,そ の抗菌力はマクロライド

系の抗生物質のうちで最も強力とされているEMと 同等

もしくは若干強い。我々の成績では,第1群(毛 嚢炎,

集簇性〓瘡)で 著効1例,や や有効5例,無 効3例 と有

効率が低かったが,他 の疾患群では,著 効9例,有 効1

例 と良好な成績が得 られた。 またTE-031服 用中,副 作

用は19例 全例において全 く無 く,消 化器症状や中毒疹,

癌痒感などのアレルギー症状も認められなかったという

Table 2 Efficacy of TE-031 classified by clinical diagnosis
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事は,本 剤の使いやすさを示 しているといえよう。また

臨床検査結果でも,本 剤に起因すると思われる異常値を

示した例はなく,本 剤は安全性の高い薬剤であると考え

られる。

以上より,TE-031は 化膿性皮膚疾患に対 して優れた

有用性を持ち,安 全性の高い薬剤であるといえよう。
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TE-031 TABLETS IN CUTANEOUS INFECTIONS
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We studied the therapeutic effect of a new macrolide antibiotic, TE-031, in dermatological diseases.

A total of 19 cases(folliculitis 5, acne conglobata 4, furuncle 3, carbuncle 1, impetigo contagiosa 1, phlegmon 1 and

secondary infection 4)were given TE-031 in tablet form, 200-400 mg/day, and the clinical efficacy of the drug was ev-

aluated.

The results of clinical efficacy were: excellent in 10 cases, good in 1, fair in 5 and poor in 3. The efficacy rate was

57.9% when excellent and good results were evaluated.

Bacteria isolated from lesions were S. aureus (6 strains), Staphylococcus sp. (5), K. pneumoniae (2), E. aerogenes ( 1), P.

acnes (1), Peptostreptococcus sp. (1), S. pyogenes (1) and P. mirabilis (1).

After treatment with TE-031, 5 strains of S. aureus, 4 of Staphylococcus sp., 1 of K. pneumoniae, 1 of Peptostreptococcus

sp., 1 of S. pyogenes and 1 of P. mirabilis were eradicated.

No side-effects were observed and no abnormal findings were noted in laboratory tests.


